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平成２４年３月２日発行
宮 崎 県
宮 崎 地 方 気 象 台

【 九州南部１か月予報 】
向こう 1 か月の気温、降水量及び日照時間の各階級の予想される確率は次の
通りです。

【 確 率（％）】

要素 予報対象地域 低い 平年並 高い
（少ない） （多い）

気温 九州南部 20 40 40

降水量 九州南部 20 30 50

日照時間 九州南部 50 30 20

【 概 要 】
天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べて曇りや雨の日が多いでしょ

う。期間の前半は気温の変動が大きい見込みです。
向こう１か月の平均気温は、平年並または高い確率ともに４０％です。降水量
は、多い確率５０％です。日照時間は、少ない確率５０％です。
<1 週目の予報> ３月 ３日（土）～ ３月 ９日（金）
天気は、気圧の谷や湿った気流の影響で曇りや雨となるでしょう。期間の前

半に荒れた天気となる日があるでしょう。（詳しくは週間天気予報をご利用く
ださい。）気温は、高い確率８０％です。
<2 週目の予報> ３月１０日（土）～ ３月１６日（金）
天気は、九州南部では数日の周期で変わるでしょう。気温は、平年並または低
い確率ともに４０％です。
<3 週目から 4 週目の予報> ３月１７日（土）～ ３月３０日（金）
天気は、数日の周期で変わるでしょう。
気温は、平年並または低い確率ともに４０％です。



普通作物

◆早期水稲

こ の 時 期は 天 候 が 急 変 し、 高温 や 低温 及 び強 風 によ る被

害 が 毎 年 見ら れ ま す 。 気 象情 報に 注 意し 、 育苗 時 の温 度管

理や田植え後の水管理を徹底しましょう。

１ 育 苗管理

緑 化 期 間は 、 高 温 に よ る苗 の徒 長 や急 激 な乾 燥 によ る葉

焼 け 、 し おれ の 発 生 、 急 激な 低温 に よる ム レ苗 や 立枯 れの

発 生 が 心 配さ れ ま す 。 そ のた め 温 度 管 理 を 最高 で ２ ５ 度、

最 低 で １ ５度 と し 、 か ん 水は 午前 中 に終 え 、多 湿 とな らな

いようにします。

硬 化 期 間に 入 り １ ０ 度 以下 の低 温 や２ ５ 度以 上 の高 温に

遭 う と 、 立枯 れ や ム レ 苗 、苗 いも ち 等が 発 生し ま すの で注

意し、田植え７日前頃から外気に慣らします。

２ 水田の漏水対策

肥料や除草剤等の排水路への流出防止、水温や地温の上昇、

除草剤効果の向上及び節水を図るため、畔の補修や畔塗り、

排水口の点検を行います。

３ 移植

３月中旬から田植えが本格的に始まります。

植 え 付 け後 の 低 温 と 強 風の 影響 に より 、 活着 の 遅れ や葉

枯 れ が 心 配さ れ ま す 。 ま た、 重度 の 場合 は 枯死 に 至り 、植

え 直 し と なる 場 合 も あ り ます ので 、 田植 え 前後 に 寒波 が予

想される場合は、無理に移植せず日延べしましょう。なお、

既に移植している場合は、深水にして苗を保護しましょう。

４ 基肥の施用

基 肥 の 施肥 に は 、 一 般 的な 全面 全 層施 肥 や省 力 的な 側条

施 肥 、 基 肥一 発 施 肥 等 が あり 、そ れ ぞれ 肥 料の 種 類や 施肥

方法、施肥量が異なるので注意しましょう。

５ 箱施薬

移 植 後 気温 が 高 く な る につ れ、 い もち 病 が発 生 しや すく

な り ま す ので 、 予 防 を 兼 ねて 必ず 移 植時 に 箱施 薬 を行 いま

し ょ う 。 薬剤 が 苗 に 付 着 した ら葉 焼 けす る こと が あり ます

ので払い落としましょう。
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◆麦類

１ 排水対策

今 後 出 穂を 迎 え ま す が 収穫 まで の 間に は 、一 時 的な 多雨

や 長 雨 に より 湿 害 が 発 生 する こと も あり ま すの で 、排 水対

策 を 実 施 して い な い ほ 場 では 、排 水 溝を 設 ける な ど排 水対

策を実施し、降雨に備えましょう。

２ 土寄せ

生 育 が 旺盛 で 倒 伏 の 恐 れの ある 場 合は 、 条播 栽 培に 限り

３月下旬までに土寄せを行います。

３ 赤かび病の防除

開花期に雨が多いと「赤かび病」が発生します。

出 穂 を 確 認し た ら 農 薬 使 用基 準を 守 って 小 麦で は 穂揃 い期

頃 に 、 大 麦で は 穂 揃 い 期 から ７～ １ ０日 後 （葯 殻 抽出 期）

に防除を行います。

（ 鎌田 博人）

施設野菜

◆共通事項

３ 月 に 入る と 、 日 増 し に日 射 量 が 増 え 気 温も 高 く な り、

作物の蒸散量が多くなりますので、かん水量を増やします。

ま た 、 日 中は 内 カ ー テ ン や遮 光資 材 を利 用 した 日 射量 調節

を 行 う と とも に 、 十 分 な 換気 を行 い ハウ ス 内の 温 度が 高く

ならないように注意します。

夜 間 も 気温 が 高 い 場 合 には 内カ ー テン は 開放 し 、ハ ウス

内の適温管理に努めるとともに、加温機や循環扇によって、

送風を行い湿度低下に努めます。

◆ き ゅ う り

強い日差しにより葉温が上 がり、蒸散量も多 くなるため、

葉 の 老 化 が早 ま り 草 勢 低 下に つな が りま す ので 、 午前 中は

内 張 ビ ニ ルを 利 用 し 、 強 光線 防 止 と 湿 度 確 保を 行 い ま す。

ま た 、 ハ ウス 内 温 度 が ３ ２度 を 超 え る と 果 色が 淡 く な り、

果形も乱れやすくなるため、十分な換気に努めます。
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◆ ピ ー マ ン

気 温 の 上昇 と と も に 、 腐敗 果や 赤 果の 発 生が 懸 念さ れま

す 。 消 費 地に 高 品 質 な 商 品を 届け る ため に 以下 の 対策 を徹

底します。

① 剪 定 し た枝 、 葉 等 は ハウ ス外 に 持ち 出 し、 ハ ウス 内を

清潔に保つ。

② 日 中 の 高温 時 は ハ ウ スの 換気 に 努め 、 ハウ ス 内を 高温

多湿にしない。

③ よ く 切 れる ハ サ ミ を 使用 し、 成 り口 が 早く 乾 くよ うに

する。

④ 収 穫 に 使用 す る ハ サ ミ 、 手袋 、 コ ン テ ナ 、選 別 台 は、

良く洗い、清潔にして使用する。

⑤３～４日間隔で収穫を行う。

ま た 、 白 果 の 発 生 も 多 く な り ま す の で 、 混 み 合 っ て
い る 枝 を 整 理 し 、 光 線 が 中 ま で 入 る よ う に 整 枝 ・ 剪 定
を行いましょう。

◆ ト マ ト

ミニトマトは気温上昇にと もない、裂果が多 くなるので、

かん水量に注意します。土壌水分の急激な変化がないよう、

少 量 多 回 数の か ん 水 を 行 いま す。 ま た、 空 中湿 度 を下 げる

ため日中の換気を徹底し、一日おきに収穫を行います。

ト マ ト は、 高 温 で 乾 燥 する と尻 腐 果の 発 生が 多 くな るの

で か ん 水 量を 多 く し ま す 。ま た、 草 勢が 低 下す る と小 玉果

が発生しますので追肥が遅れないように注意します。

◆い ち ご

温 度 は でき る だ け 生 育 適温 に近 づ け、 低 温管 理 をこ ころ

が け ま す 。ハ ダ ニ 類 が 平 年に 比べ 多 く発 生 して い ます 。薬

剤 が 均 一 に付 着 す る よ う 、古 葉や 収 穫の 終 わっ た 果梗 の除

去はこまめに行い、定期的な薬剤散布を行いましょう。

（郡司 孝幸）

葉茎根菜類・いも類

春夏野菜の播種期になりま す。直まきではほ うれんそう、

小 松 菜 、 ごぼ う な ど 、 育 苗が 必 要 な も の で は、 キ ャ ベ ツ、
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深 ね ぎ な どが あ り ま す 。 作付 計画 を 立て て 適期 に 播種 しま

す 。 ま た 、ト ン ネ ル 栽 培 では 日中 の 気温 が 高く な るた め換

気作業を徹底しましょう。

◆ ス イ ー ト コ ー ン

大 型 、 小型 ト ン ネ ル 栽 培は 間引 き の時 期 とな り ます 。本

葉 ４ ～ ５ 枚の 頃 に 健 全 で 揃っ たも の を１ 株 に整 理 しま しょ

う 。 今 年 はマ ル チ 被 覆 前 に降 雨が 少 なか っ たこ と から 、マ

ル チ 内 の 乾燥 が 予 想 さ れ ます ので 生 育促 進 を図 る ため 、畦

間や株元へのかん水を行ってください。

ま た 、 ハウ ス 栽 培 や 大 型ト ンネ ル 栽培 で 、雄 穂 抽出 期を

迎 え る も のに つ い て は 、 雄穂 が出 始 めた ら 窒素 成 分で ５～

６㌔を追肥しましょう。

◆ ら っ き ょ う

上 旬 は 追肥 の 時 期 と な りま す。 球 の肥 大 と生 育 促進 のた

め 窒 素 成 分で ２ ～ ３ ㌔ 程 度を 遅れ な いよ う に施 用 しま しょ

う 。 ま た 、球 の 緑 化 を 防 止す るた め 併せ て 土寄 せ を行 いま

しょう。

◆ さ と い も

マ ル チ 栽培 は 早 生 種 の 植付 け時 期 です 。 また 、 栽培 ほ場

は セ ン チ ュウ 消 毒 を 行 い ます 。健 全 な種 芋 （３ ０ ～５ ０㌘

程 度 ） を 選別 し 、 セ ン チ ュウ や乾 腐 病の 消 毒を 行 って 定植

します。

◆食用かん し ょ

ト ン ネ ル栽 培 で は 換 気 作業 を徹 底 しま す 。苗 床 につ いて

は 温 度 管 理を 徹 底 し 、 気 温の 高い 日 は外 気 にさ ら して 徒長

を防ぎ、健苗の育成に努めます。

◆ばれい し ょ

品 種 や 種芋 の 月 齢 に よ って 違い ま すが 、 芽数 が 多い と着

生 す る 芋 数が 多 く な り 、 芋が 小さ く なり ま すの で 、芽 が出

てきたら早めに１株１～２本に整理しましょう。

◆ し ょ う が

４ 月 に 植付 け 予 定 の 普 通栽 培で は 、欠 株 をな く し生 育を
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揃 え る た めの 催 芽 の 時 期 とな りま す 。催 芽 は２ ０ 日間 程度

行 い ま す 。幅 １ ２ ０ ㌢ 、 深さ １５ ㌢ の溝 を 作り 、 種し ょう

が を ２ 段 重ね し て 並 べ 、 吸水 させ た ワラ で 覆い 、 約１ ０㌢

の 厚 さ に 土を か け 、 そ の 上を ビニ ル で覆 い ます 。 なお 、催

芽は１㌢以内とします。

（河野健次郎）

果樹

１ 常 緑果樹

◆かん きつ全般

樹 勢 強 化や 新 梢 ・ 花 芽 の充 実の た めに 春 肥を 施 用し まし

ょ う 。 春 肥の 吸 収 効 率 を 高め るた め には 、 速効 性 の肥 料を

萌芽直前に施用するのが効果的です。

昨 年 は 着果 量 が 少 な か った こと か ら、 今 年は 着 花数 が多

い こ と が 予想 さ れ ま す 。 養分 競合 に よる 花 質の 低 下を 防ぐ

た め に 、 新梢 発 芽 期 か ら 開花 期に か けて 、 窒素 主 体の 葉面

散 布 を 数 回行 い ま し ょ う 。花 の子 房 が充 実 し、 生 理落 果を

軽減する効果があります。

◆完熟 きんかん

収 穫 が 終了 し た ら 、 縮 間伐 ・剪 定 の時 期 です 。 枝が 隣接

樹 に 当 た りだ し た ら 縮 間 伐を 行い ま しょ う 。剪 定 は、 樹勢

や 樹 齢 を 考慮 し 、 主 枝 、 亜主 枝の 配 置を 考 えな が ら、 樹冠

内 部 ま で 日が 当 た る よ う にし まし ょ う。 剪 定の 遅 れは 、枝

の 充 実 を 遅ら せ 、 一 番 花 の結 果を 悪 くし ま す。 剪 定は ４月

上旬までには終わらせましょう。

ま た 、 礼肥 や た い 肥 、 石灰 資材 を 施用 し 、新 梢 を発 生さ

せる時期を目安に、たっぷりとかん水を行いましょう。

◆日向夏

３ 月 に 入る と 露 地 日 向 夏の 収穫 が 始ま り ます 。 減酸 の早

い 早 生 日 向夏 か ら 収 穫 を 開始 し、 在 来日 向 夏は 減 酸を 確認

し て か ら 収穫 し ま し ょ う 。ま た、 今 冬は １ ２月 か ら２ 月に

か け て 、 数回 の 低 温 が 観 測さ れま し た。 収 穫前 に はす あが

り の 有 無 を確 認 し 、 出 荷 果実 に混 入 しな い よう に 心が けま

しょう。
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◆マ ン ゴー

幼 果 期 から 果 実 肥 大 期 には 、薬 害 が発 生 しや す くな りま

す 。 薬 剤 散布 は 、 晴 天 日 の午 前中 の 、薬 液 が速 や かに 乾く

環 境 下 で 行い ま し ょ う 。 また 、果 実 の赤 色 の部 分 を増 やす

た め に 、 果実 の つ り 直 し を行 い、 緑 色の 側 にも 光 を当 てる

ようにしましょう。

３ 月 に なる と 、 次 第 に 日射 が強 く なり 、 日焼 け 果が 発生

す る こ と があ り ま す 。 内 カー テ ン や 遮 光 ネ ット を 利 用 し、

日焼けを防止しましょう。

２ 落 葉果樹

◆桃

桃 に は 非常 に 多 く の 花 芽が 着き ま す。 良 好な 果 実肥 大の

た め に 、 摘蕾 を 行 い ま し ょう 。花 芽 が丸 く ふく ら み、 赤み

を 帯 び た 頃に 、 横 か ら や や下 向き の 蕾を 残 しま す 。こ のと

き 、 ３ ０ ㌢以 上 の 長 果 枝 は中 央部 に ６～ ７ 個、 中 果枝 は３

～ ４ 個 、 ２０ ㌢ 以 下 の 短 果枝 は先 端 部に ２ ～３ 個 の花 芽を

残しましょう。

◆梅

開 花 期 ～展 葉 期 に か け て病 害虫 が 一斉 に 発生 し ます 。予

防や初期防除を実施しましょう。

（山口和典）

花き

◆電照ギ ク

３ 月 に なる と 日 長 が 長 くな りま す ので 、 花芽 を スム ーズ

に分化・発達させるために上旬からシェードを実施します。

シ ェ ー ド 時間 は １ ８ 時 か ら７ 時ま で 暗黒 と した １ １時 間日

長 と し ま す。 一 晩 中 シ ェ ード を行 う と高 温 、多 湿 にな り病

害 等 が 発 生す る 恐 れ が あ りま すの で 、夜 間 は開 放 して くだ

さい。

親 株 育 成用 母 株 は 品 種 本来 の 特 性 を 備 え 、ウ イ ル ス 病、

セ ン チ ュ ウ等 の 病 害 虫 に おか され て いな い 健全 な 株を 選定

しましょう。
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◆夏秋ギ ク

７ 月 出 荷作 型 の 挿 し 芽 を上 旬か ら 行い ま す。 挿 し穂 は無

病 で 充 実 した 揃 い の 良 い もの を 晴 天 の 午 後 に採 穂 し ま す。

「フローラル優香」は系統によって特性が異なりますので、

系 統 を し っか り 把 握 し 栽 培管 理を 行 って く ださ い 。「 フロ

ー ラ ル 優 香」 は 消 灯 前 後 を問 わず 生 育期 間 全般 で の低 温が

貫 生 花 の 発生 を 助 長 し ま すの で、 電 照期 間 中か ら 気温 を確

保するように努めましょう。

◆ス イー ト ピ ー

２ 月 中 下旬 の 天 候 不 順 や低 温に よ って 草 勢が 不 安定 にな

っ て い る ほ場 が 見 ら れ ま す。 適切 な 肥培 管 理で 草 勢の 安定

化 を 図 り まし ょ う 。 液 肥 の施 用に 当 たっ て は、 根 を傷 めな

いように高濃度の液肥の使用は避けましょう。

３ 月 に 入る と 気 温 が 不 安定 な日 が 増え て きま す ので 、細

や か な 温 度管 理 に 努 め る とと もに 、 花弁 の 花し み や灰 色か

び 病 の 発 生を 低 減 す る た め、 十分 な 換気 や 、微 生 物農 薬の

使用、除湿のための送風を行いましょう。日射が強くなり、

気 温 も 上 がっ て き ま す の で、 ステ ム の長 さ が短 く なら ない

よ う に 、 今ま で よ り も か ん水 間隔 を 短く し 、１ 回 のか ん水

量も増やしましょう。

下 旬 か ら採 種 の 交 配 期 にな りま す 。採 種 を行 う 株は 必ず

つる下げを行い、かん水は控えめにしてください。

◆デル フ ィ ニ ウム

沿 海 地 域で は ３ 番 花 、 中山 間地 地 域で は ２番 花 の出 荷時

期 に な り ます 。 気 温 が 上 昇し てき ま すの で 、軟 弱 にな らな

い よ う 昼 間の 換 気 は 十 分 に行 うと と もに 、 必要 に 応じ て葉

面散布等を行いましょう。

◆ホオズキ

８ 月 出 荷作 型 の 植 え 付 け期 にな り ます 。 萌芽 時 の生 長点

の焼けを防ぐため、マルチの穴あけは適期に行いましょう。

気温が上昇しハウス内への害虫の侵入も多くなりますので、

防虫ネットの設置やほ場周辺の防除に努めましょう。
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◆シキ ミ

春 苗 の 定植 時 期 に な り ます ので 、 育苗 床 から 掘 り上 げた

苗 は 乾 燥 しな い よ う に 管 理し 、で き るだ け 早く 定 植し てく

だ さ い 。 また 、 剪 定 時 期 にも なり ま すの で 、樹 勢 を維 持し

な が ら 品 質の 高 い 切 り 枝 生産 が出 来 る樹 形 を作 り 上げ まし

ょう。

（中村 広）

畜産

◆家畜

春 先 の この 時 期 は 周 期 的に 気温 の 変化 を 繰り 返 し、 家畜

が 温 度 差 によ る ス ト レ ス を多 く受 け る時 で もあ り ます 。昼

間 は 暖 か くな る 日 が 多 く なり ます が 、朝 、 晩は 急 激に 温度

が 下 が る こと も あ り ま す 。子 牛、 子 豚な ど の幼 畜 に対 する

防 寒 対 策 は 引 き 続 き 徹 底 し ま し ょ う 。 哺 乳 子 牛 の 適 温 域

（ 好 ま し い気 温 ） は １ ３ ～１ ５度 で 、気 温 が５ 度 以下 にな

る と 発 育 等に 影 響 が 出 て くる と言 わ れて い ます 。 牛舎 内に

子 牛 の 高 さに あ わ せ た 温 度計 を設 置 し、 子 牛の 健 康状 態を

み な が ら 保温 対 策 を こ ま めに 行い ま しょ う 。ま た 日中 の気

温 の 高 い 時間 帯 に は 、 牛 舎の 換気 を 行う と とも に 、母 牛と

一緒に運動場で日光浴をさせるようにしましょう。

◆飼料作物

イ タ リ アン ラ イ グ ラ ス は気 温の 上 昇と と もに 生 育旺 盛と

な り 、 急 速に 伸 び 始 め ま す。 出穂 も 見ら れ 青刈 り での 給与

も 増 え て きま す 。 未 熟 堆 肥や 窒素 質 肥料 を 多く 施 用し たほ

場 で 生 産 され た 青 刈 り の イタ リア ン ライ グ ラス 等 では 硝酸

態 窒 素 に よる 中 毒 が 懸 念 され ます 。 近く の 農業 改 良普 及セ

ン タ ー で 硝酸 態 窒 素 の 含 有量 を調 べ るこ と がで き ます 。特

に 葉 色 が 濃い 場 合 は 、 牛 に給 与す る 前に 硝 酸態 窒 素の 量を

調 べ 、 適 正な 給 与 量 に つ いて 指 導 を 受 け ま しょ う 。 ま た、

今 月 末 か らト ウ モ ロ コ シ 等の 春夏 飼 料作 物 の作 付 けが 始ま

り ま す 。 事前 に 土 壌 診 断 を行 い、 適 切な 施 肥が で きる よう

にしましょう。
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◆家畜防疫

毎 月 ２ ０日 は 「 県 内 一 斉消 毒の 日 」で す 。３ 月 に入 って

も 「 鳥 イ ンフ ル エ ン ザ 」 の発 生に つ いて は 注意 し なけ れば

な り ま せ ん。 伝 染 病 の 侵 入か ら農 場 を守 る ため に 、畜 舎内

の 消 毒 、 踏み 込 み 消 毒 槽 の設 置、 畜 舎周 辺 の石 灰 散布 など

の衛生管理を徹底しましょう。

（小坂昭三）

特用作物

◆茶

１ 春整枝

整 枝 は 、２ 月 下 旬 ～ ３ 月上 旬の 平 均気 温 １０ 度 を目 安に

実 施 し ま す。 葉 層 確 保 （ ８㌢ 以上 ） を前 提 に越 冬 芽の 被害

程 度 を 考 慮し 、 最 終 摘 採 面か ら３ ～ ５㌢ を 目安 に 整枝 深さ

の 調 整 が 必要 で す 。 な お 、整 枝直 後 に最 低 気温 が 氷点 下の

低温に遭遇しないよう天気予報等に注意します。

２ 春肥の施用

早 い 所 で２ 月 か ら 始 ま り、 ２回 目 や遅 場 地帯 で は、 ３月

上 旬 ・ 中 旬頃 ま で に 施 用 して おき ま しょ う 。萌 芽 前後 の芽

出 し 肥 は 、摘 採 ２ ０ ～ ２ ５日 前ま で に硫 安 等の 速 効性 肥料

を施用します。

施 用 量 は、 地 域 の 施 肥 基準 に準 じ たも の とし 、 畝間 に幅

広く散布し、流亡防止と分解促進のため、軽く撹拌します。

３ 防霜対策 と カ ンザワハダニ防除

桜の開花予想から平年並み の芽の動きが予想 されますが、

近 年 、 気 温の 較 差 が 大 き く整 枝前 後 の晩 霜 害が 心 配さ れま

す 。 防 霜 ファ ン は 、 秋 整 枝園 では 萌 芽１ ５ 日前 か ら、 春整

枝 園 は 整 枝直 後 か ら 稼 働 させ ます 。 設定 温 度は 、 萌芽 前後

までは摘採面温度を３度、その後、１～２葉期までは５度、

２ 葉 期 以 降は ７ 度 に し ま す。 整 枝 後の ダ ニ防 除 は葉 裏に

充分かかるよう実施しましょう。

４ 定植

茶の定植は露地育苗の苗で は２月下旬～３月 中旬ですが、

施 設 内 で 育苗 し た 苗 は 、 外気 で１ 週 間程 な らし 、 定植 後の
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極 端 な 低 温を 避 け る た め 、一 番茶 前 の４ 月 定植 が 良い でし

ょ う 。 定 植の 際 は ペ ー パ ーポ ット の 上部 が 植穴 よ り上 に出

ないよう注意します。

（岩切健二）

◆ しいたけ

１ 採取

５ ～ ７ 分開 き の 時 期 に 傘の 縁が 巻 き込 ん だ状 態 で、 形状

・色沢とも良好なものを採取します。

雨 子 で の採 取 は 、 乾 燥 に時 間が か かる 上 、品 質 低下 の原
あ ま こ

因 に な り ます の で 、 な る べく 晴天 を 選ん で 日和 子 で採 取し
ひ よ り こ

ま し ょ う 。ま た 、 ほ だ 木 の表 面を 傷 めな い よう に 、し かも

ヒダに触れないように丁寧に採取しましょう。

さ ら に 、容 器 は 通 気 性 が良 く、 浅 いも の （専 用 の採 取カ

ゴ等）を使い、ヒダに触れないよう柄を上にして入れます。

採 取 し た ら、 振 動 を 少 な くし て、 で きる だ け早 く 乾燥 場に

運 び 、 エ ビラ な ど に 広 げ て品 質の 低 下を 防 ぎま し ょう 。特

に雨子は素早く処理しましょう。
あ ま こ

２ 乾燥

高 温 で の急 激 な 乾 燥 は 品質 の低 下 を招 き ます 。 乾燥 初期

は 低 め の 温度 設 定 と し 、 乾燥 機内 の 温・ 湿 度や 換 気に 注意

しながら徐々に温度を上げましょう。

３ 収量 ア ッ プ

防 風 ネ ット の 設 置 や 古 ほだ 木へ の 給水 を 行い 、 収量 アッ

プに努めましょう。

（田中 貴司）

◆葉たば こ

今 月 は 、本 畑 作 業 の 第 一歩 とな る 植付 け が主 な 作業 とな

り ま す 。 品質 ・ 収 量 の 安 定化 に向 け て良 い スタ ー トを きり

ましょう。

１ 植 付 け る 苗 は 、 着 葉 数 が ９ ～ １ ０ 枚 （ 子 葉 ～ 米 粒 大 ま

で）のもので行ないましょう。

生 育 を 揃 える た め に 、 植 付け 穴の 深 さは １ ３～ １ ５㌢ に揃

え ま し ょ う。 植 付 け 穴 が 浅過 ぎた り 、深 過 ぎた 場 合、 肥料

吸 収 が う まく 行 な え ず 、 初期 成育 が 遅れ 、 不揃 い の要 因と
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なります。

ま た 、 抱土 に 土 が 被 さ って い な い 場 合 、 抱土 が 乾 燥 し、

根 が 伸 張 でき ず に 初 期 成 育が 遅れ 、 不揃 い の要 因 とな りま

す の で 、 植付 け 後 は 、 抱 土ま で土 が 被っ て いる か を確 認し

ましょう。

生 育 不 良・ 病 害 対 策 と して 、排 水 溝の 完 備を 徹 底し まし

ょう。

植 付 け 後は 、 植 付 け 穴 のち ぎれ そ うな マ ルチ 、 ほ地 内に

飛散しているマルチ片を回収しましょう。

２ た ば こ 黄 斑 え そ 病 が 、 懸 念 さ れ る 場 合 は 、 防 虫 ネ ッ ト の

設 置 や 共 同 防 除 に 向 け た 話 し 合 い を 行 い 、 黄 斑 え そ 病 の 発 生

防止に努めましょう。

(中矢 恭輔 )

内容の詳細について

３月の天候と農作業の詳細内容について。執筆は県営農支援課及び環境森

林課、日本たばこ産業南九州原料本部が担当しています。各作物の病害虫

の防除対策、気象災害の事前事後対策等の詳細は最寄りの支庁・農林振興

局（農業改良普及センター）へ

「今月の天候と農作業」はホームページにも掲載しています。

（http://mawi.sakura.ne.jp/）
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なになに農業アラカルト

施設野菜・花きの病害虫対策

ま だ 寒 さが 続 い て い ま すが 、日 長 はだ ん だん 長 くな って

き ま し た 。も う す ぐ 春 に なる この 時 期は 病 害の 発 生に 特に

注意が必要です。

こ れ か ら先 は 夜 の 気 温 が上 がっ て きま す から 、 野菜 等を

栽 培 す る 施設 の 暖 房 設 定 温度 によ っ ては 、 暖房 機 が作 動し

な い 日 が 出て き ま す 。 閉 めき った 施 設で 暖 房機 が 作動 しな

い か 、 作 動し た と し て も 短い 時間 で あれ ば 、施 設 内は 湿度

が 高 い 時 間が 長 く な り 、 病害 の発 生 に適 し た環 境 にな りま

す。

近 年 、 燃油 高 騰 対 策 と して 、栽 培 施設 を 多層 ・ 多重 に被

覆 し て 保 温対 策 を 行 っ て いま す。 そ のた め 、以 前 であ れば

暖 房 機 が 作動 し て い た よ うな 気温 で も作 動 しな く なり 、施

設の内部が乾きません。

ま た 、 季節 の 変 わ り 目 には 連続 し て雨 が 降り ま すが 、３

月 は 「 菜 種梅 雨 」 の 時 期 に当 たり ま す。 週 間天 気 予報 等に

注 意 し 、 自分 の 栽 培 施 設 が病 害の 発 生に 好 適な 環 境に なら

な い よ う 適切 な 予 防 を 行 うこ とが 必 要で す 。ま た 、暖 房機

の ４ 段 サ ーモ や モ ヤ 取 り 機能 、送 風 タイ マ ー、 循 環扇 など

を 活 用 し て湿 っ た 空 気 が 滞留 しな い よう に 定期 的 に送 風す

ることは、病害対策として有効です。

一 方 、 暦の 上 で 「 冬 眠 をし てい た 虫が 穴 から 出 てく るこ

ろ」を意味する啓蟄（けいちつ）は、今年は３月５日です。

宮 崎 市 の 平年 の 平 均 気 温 は１ ０度 を 超え 、 多く の 害虫 が野

外 で も 成 育で き る 温 度 に なり ます 。 また 、 毎年 ３ 月中 旬に

は 最 高 気 温が ２ ０ 度 を 超 える 日が 時 々あ り 、そ の 日に は害

虫 類 が 飛 翔 し 施 設 に 侵 入 し て き ま す 。 ３ 月 中 旬 ま で に は

（ 沿 海 部 はひ な 祭 り ご ろ には ）、 施 設の 周 囲に あ る雑 草を

で き る だ け処 分 し て 、 害 虫類 が施 設 に侵 入 して こ ない よう

にすることが重要です。

３ 月 は 、気 候 の 変 化 に 伴っ て病 害 ・虫 害 とも に 大き く変

化 し ま す 。４ 月 以 降 の 品 質と 収量 を 確保 す るた め に、 気象

情 報 に 注 意し 、 送 風 装 置 等の 活 用 や 周 辺 雑 草の 処 分 な ど、

利用できる手段を駆使して病害虫対策を行いましょう。
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（黒木修一）

栽培施設内の病害対策として有効な循環扇
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向こう１か月間における農作物の主な病害虫の発生量と防除対策

農作物名 病害虫名 発生量 発 生 状 況 と 防 除 対 策

早期水稲 スクミリンゴガイ やや少 越冬場所である水田土壌表層部を細かく耕耘して殺貝します。こ
の場合、土壌は硬く、耕耘ピッチは小さいほど効果が高くなります｡
また、用排水路からの侵入を防ぐため水の出入り口にはネットを

設置します。

施設野菜類 病害全般 ― 天候の変化には細心の注意を払い、施設内の温湿度管理を徹底す
るとともに早期防除に努めます。
また、今後は夜温も高めに推移することから、加温機が稼働しな

い日は施設内が多湿になり、病害の発生が助長される傾向があるの
で特に注意が必要です。

冬春きゅうり べと病 やや少 いずれの病害も多発すると防除効果が上がりにくいので予防に重
うどんこ病 やや少 点をおき、発生が見られたら初期防除を徹底します。また、罹病葉
灰色かび病 並 は重要な感染源となるので、適宜除去し園外に持ち出します。
褐斑病 やや多
黄化えそ病 － 黄化えそ病の感染株を確認した場合は、速やかに罹病株を抜き取
(MYSV) り、ビニール袋等に入れて完全に枯れるまで密封処理します。ま
ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 並 た、黄化えそ病を媒介するミナミキイロアザミウマは、発生初期に
ﾀﾊﾞｺｺﾅｼﾞﾗﾐ類 並 防除するとともに、卵と蛹には薬剤がかかりにくいので、7日間隔で

3回の連続した防除を行います。

病害虫全般(改 － ウイルス病を媒介するアザミウマ類、コナジラミ類などの微小害
植時の留意点) 虫に対しては、抜根する前の防除を徹底するとともに、抜根後は少

なくとも20日間は蒸し込みます。次作の定植時に粒剤を施用し、害
虫類の防除を徹底します。

冬春ピーマン うどんこ病 並 斑点病・黒枯病は多湿条件で発生しやすいので、ハウス内の適正
斑点病 やや多 な温湿度管理、排水対策等を徹底します。
黒枯病 前年、前々 また、罹病葉は重要な感染源となるので、適宜除去し園外に持ち

年と同程度 出します。

アザミウマ類 並 今後暖かくなるにつれて、増加するおそれがありますので、発生
ﾀﾊﾞｺｺﾅｼﾞﾗﾐ類 前年より多 の多いところでは７日間隔で3回の連続的な薬剤散布を行い、防除を

い 徹底します。

冬春トマト 葉かび病 並 灰色かび病の発生が多く、注意報を発表しています。いずれの病
灰色かび病 多 害も多湿条件で発生しやすいので、施設内が過湿にならないよう換
黄化葉巻病 前年と同程 気に努めます。
(TYLCV） 度 トマト黄化葉巻病は、発病株の早期発見・除去に努めるととも

ﾀﾊﾞｺｺﾅｼﾞﾗﾐ類 並 に、媒介虫であるタバココナジラミ類の防除も徹底します。

冬春いちご うどんこ病 やや少 いずれの病害虫も多発してからでは根絶は困難なので、低密度の
灰色かび病 やや多 うちに定期的な防除を行います。
ハダニ類 並 また、薬剤感受性が低下しやすいので同一系統の薬剤の連用を避
アブラムシ類 やや少 け、系統の異なる薬剤をローテーションで散布します。

カンキツ そうか病 並 いずれの病害も越冬病斑は伝染源になるので、発見したら直ちに
かいよう病 並 剪除します。そうか病は、春葉での感染が多いと開花後果実への感

染を抑えることは難しいので、発芽初期の防除は必ず行います。
ミカンハダニ やや多 ミカンハダニは発生面積率が高い状況です。生育密度が高いほ場

や冬季マシン油乳剤を散布できなかったほ場では、春季（3月上中
旬、萌芽前）にマシン油乳剤による防除を行います。

茶 カンザワハダニ 並 防除適期は、増殖が始まる前の密度の低い時期(～3月中旬)です。
株の内部やすそ部の葉裏に多く生息しているので、十分に薬液が到
達するようていねいに防除します。

１）「発生量」は、過去10年間の発生量と比較して、今後の発生量がどの程度になるかを予測したものです。
２）病害虫防除・肥料検査センターのホームページアドレスは、http://www.jppn.ne.jp/miyazaki です。
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